
規

則

告

示

関
税
暫
定
措
置
法
別

表
第
一
の
六
の
項
名

輸

入

数

量

一

六
・
五
ト
ン

二

一
二
・
〇
ト
ン

三

二
七
・
六
ト
ン

四

二
四
、
六
六
七
ト
ン

五

一
、
三
五
一
ト
ン

六

一
五
ト
ン

七

三
五
・
二
ト
ン

八

二
八
・
一
ト
ン

九

四
〇
、
六
八
四
ト
ン

一
〇

五
、
一
七
三
ト
ン

一
一

一
六
、
二
二
五
ト
ン

一
二

七
二
、
八
二
〇
ト
ン

一
三
四
、
八
五
四
、
八
二
九
ト
ン

一
四
一
、
〇
三
六
、
一
五
五
ト
ン

一
四
の
二

六
二
四
、
一
七
六
ト
ン

一
五

三
九
四
ト
ン

一
六

一
〇
、
三
〇
六
ト
ン

一
七

一
一
五
、
九
五
〇
ト
ン

、

一
八

一
六
、
六
五
〇
ト
ン

一
九

七
五
〇
ト
ン

二
〇

三
九
二
ト
ン

二
一

二
二
、
〇
六
二
ト
ン

二
二

五
一
五
ト
ン

二
三

五
、
一
〇
一
ト
ン

二
四

二
七
ト
ン

二
五

〇
ト
ン

二
六

五
、
四
七
五
ト
ン

二
七

一
二
、
五
〇
六
ト
ン

二
八

六
ト
ン

二
九

四
五
四
ト
ン

平成™›年š月š—日 金曜日 第œ��—号官 報
〇
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

会
計
検
査
院
長

重
松

博
之

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規

則
（
昭
和
二
十
二
年
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
局
国
土
交
通
検
査
第
二
課
の
事
務
分
掌
事

項
欄
中
「
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
」
の
下
に
「
、
新

関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
」
を
加
え
、
同
表
第
五
局
上

席
調
査
官
（
融
資
機
関
担
当
）
の
事
務
分
掌
事
項
欄
中

「
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
」
の
下
に
「
、
株
式

会
社
国
際
協
力
銀
行
」
を
加
え
る
。

第
二
条

会
計
検
査
院
事
務
総
局
事
務
分
掌
及
び
分
課
規

則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
局
国
土
交
通
検
査
第
二
課
の
事
務
分
掌
事

項
欄
中
「
、
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
十
二
号

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百

二
十
一
号
）
第
三
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
八
年
自
治
省
告
示
第
九
十
六
号
（
地
方
公
務

員
災
害
補
償
法
第
三
十
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に

基
づ
き
総
務
大
臣
が
定
め
る
施
設
を
定
め
る
件
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日総

務
大
臣

川
端

達
夫

第
三
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
法
務
省
告
示
第
百
二
十
四
号

鳥
取
県
西
伯
郡
南
部
町
役
場
保
存
の
次
の
原
戸
籍
が
滅

失
し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次

に
掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、

同
町
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
原
戸
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、

申
請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載

を
要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に

申
し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
原
戸
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
原
戸
籍

に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

現
に
所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
南
部
町
役
場
又
は
鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日法

務
大
臣

小
川

敏
夫

鳥
取
県
西
伯
郡
幡
郷
村
大
字
諸
木
三
百
七
番
地岩

田
梅
太
郎

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
返
納
命
令
に
応
じ
て
返
納
さ
れ
た
が
、
同
法
第
十
八
条

第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
効
力
を
失
う
べ
き
こ
と
を
適
当
と
認
め
た
の
で
、
左
記
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を

失
っ
た
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

失
効
年
月
日

発
行
年
月
日

旅
券
番
号

平
成
2
4年
３
月
2
1日

2
0
0
6年
４
月
2
6日

Ｔ
Ｚ
0
4
0
2
9
5
6

〇
財
務
省
告
示
第
百
一
号

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

第
七
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
別
表
第
一

の
六
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
輸
入
数
量

を
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
を
次
の
よ
う

に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日財

務
大
臣

安
住

淳

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

別
表
第
一
の
六
に
掲
げ
る
物
品
の
平
成
二
十
三
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
輸
入
数
量

を
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
は
、
次
の
表

の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
別
表
第
一
の
六
の
項
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
百
二
号

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

第
七
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年

度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
生

鮮
等
牛
肉
及
び
冷
凍
牛
肉
の
各
輸
入
数
量
を
次
の
よ
う
に

告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日財

務
大
臣

安
住

淳

平
成
二
十
三
年
度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二

十
九
日
ま
で
の
生
鮮
等
牛
肉
及
び
冷
凍
牛
肉
の
各
輸
入
数

量
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物
品
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

一

生
鮮
等
牛
肉

十
九
万
二
千
八
百
十
二
ト
ン

二

冷
凍
牛
肉

二
十
八
万
四
百
五
十
五
ト
ン

〇
財
務
省
告
示
第
百
三
号

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

第
七
条
の
六
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年

度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
豚

肉
等
の
輸
入
数
量
並
び
に
生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等
の

輸
入
数
量
を
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日財

務
大
臣

安
住

淳

平
成
二
十
三
年
度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二

十
九
日
ま
で
の
豚
肉
等
の
輸
入
数
量
並
び
に
生
き
て
い
る

豚
及
び
豚
肉
等
の
輸
入
数
量
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物

品
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

一

豚
肉
等

六
十
七
万
九
千
二
百
五
十
四
ト
ン

二

生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等

六
十
七
万
九
千
二
百
九
十
七
ト
ン
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